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 絵馬は、神社に願をかけ

てその願いがかなった時、

馬を献納した風習の名残り

で、馬の絵で代行されるよ

うになったもの。その発生

は奈良時代と言われるから

歴史は古い。

　韮生郷では、江戸時代後

期から庶民の生活に余裕が

出たと伝えられるので、商売繁盛・疫病平癒・難

工事完成などを感謝し、集落の有力者が絵馬を納

めたと考えられる。

　香北町美良布の大川上美良布神社では、明治期

になり、祈願成就御禮の絵馬奉納が盛んに行われ

た。絵柄は『平家物語』『一ノ谷嫩軍記熊谷陣屋』

などの一場面の騎馬武者絵が多い。紺屋や村絵師

などの作品で、明治中期以前のものは比較的良好

に色彩が残り、明治後期から大正期の作品には傷

みが見られるのは興味深い。河田小竜作品の『相

撲の図』は、昭和４５年頃、盗難に遭って見られ

ないのは残念なことである。

　絵馬に関連すると、香北町有瀬地区の氏神奥有

瀬山祗神社の拝殿には、明治２０年前後の作品と

考えられる仮名手本忠臣蔵の絵馬が、大序から十

一段目までが保存されている。この忠臣蔵は、室

町時代南北朝の混乱が書かれた太平記の世界を借

り、寛延２年（１７４９）、江戸で歌舞伎にして上演

されて評判を取った忠臣蔵である。塩谷判官（浅野

内匠頭）、高師直（吉良上野介）、大星由良之助（大

石内蔵助）、加古川本蔵（梶川頼照）など、名を借り

たものである。

　絵馬は、当時の庶民生活と神社のかかわりを想

像させる。　　　　　　　　　　（香美史談会）
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記訪探
第１９回
神社絵馬
（香北町有瀬・美良布）
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◆
ス
キ
ー
ツ
ア
ー

　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

【
日
程
】

２
月
11
日
（
金
）
〜
13
日
（
日
）

【
行
き
先
】
新
潟
県
赤
倉
観
光

リ
ゾ
ー
ト
ス
キ
ー
場

【
宿
泊
先
】
美
雪
荘
（
ゴ
ン
ド

ラ
前
）

【
参
加
費
】

約
４
３
，０
０
０
円（
リ
フ
ト
券

３
日
間
付
）
の
予
定
で
す
。

【
締
切
】
１
月
11
日（
火
）
17
時

【
募
集
人
数
】
45
人
（
市
内
在

住
・
在
勤
の
方
を
優
先
）

※

定
員
に
な
り
次
第
、
キ
ャ
ン

セ
ル
待
ち
と
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

〒
782－

８
５
０
１
（
住
所
記
載

不
要
）
香
美
市
役
所
農
政
課　

中
井　

潤

☎
53・

１
０
６
２

　

53・

５
８
７
７

（
香
美
市
体
育
会
ス
キ
ー
部
・

土
佐
山
田
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
）

ソティさん（右）と妻テアレーンさんの結婚式の写真。▲

ＦＡＸ

▲奥有瀬山祗神社の絵馬『仮名手本忠臣蔵』

大川上美良布神社

奥有瀬山祇神社

国道１９５号 セレネ

★

★

香北支所

　　
作：山田高校マンガ部
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